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 雨水排水方法の検討 

【設計条件】 

①敷地の思川側の湿地部分は、地盤の嵩上げを行わないため、雨水排水施設の対象区域としない。 

②敷地の思川側の湿地部分は、雨水を窪地部分に一旦溜めて、地下浸透（浸透桝設置）させる。 

③敷地の思川側の湿地部分は、現時点では雨水調整地の対象範囲とはしない。 

④雨水調整池の容量は、敷地全体の雨水を対象として貯水量と放流量を設定している。 

⑤しかし、湿地部分は、調整池の対象範囲とならないため、オリフィスの一部に蓋をする。 

⑥敷地周辺の法面は、直接排水範囲となるため、その分もオリフィスからの放流量を抑える。 

 

 幹線雨水排水路の流下能力 

既存資料によると、幹線雨水排水路はヒューム管φ300～400mm の管渠が布設されており、下

流側φ400mm の縦断勾配はおよそ 3.0‰となっている。この場合の流下能力は、表 2-2-1 に示

す通り 0.114m3/s であり、令和３年３月現在の都市計画決定範囲約 2.0ha から発生する流出量

0.577m3/s の約 1/5 となっている。 

 

表 2-2-1 流量表（φ400） 

 

出典：「技術資料ヒューム管設計施工要覧」全国ヒューム管協会 


テキスト ボックス
資料16-(3)　第２期エネルギー回収推進施設造成基本設計（設計計算書）
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 小山聖苑分の排水ルートの設定 

小山聖苑内の雨水は、一部が建設予定地内の幹線雨水排水路に入ってきているが、現況の建

設予定地内の幹線雨水排水路にはそれを受け入れる能力はないため、新たな雨水排水路を整備

する必要がある。 

小山聖苑分の幹線雨水排水路の整備にあたっては、下記の４ルートが考えられる。 

① 建設予定地内の場内道路内に整備するルート（図 2-2-2 の西側ルートに接続させる。

水位レベルが異なるため、ポンプアップが必要である。） 

② 小山聖苑敷地内において市道 4327 号線の道路排水に放流するルート（図 2-1-8 のピ

ンクの部分の場内にマンホールポンプと道路側溝へ排水する排水路を整備する。小山

市道路課との調整が必要である。） 

③ 既存の幹線雨水排水路の使用を継続するルート（建設予定地内の雨水排水については、

別途幹線雨水排水路の整備が必要である。） 

④ 小山聖苑西側の雑草地に雨水の浸透池を設けて排水するルート（浸透池については排

水量に見合う大きさを確保する。） 

 

 建設予定地内の排水ルートの設定 

建設予定地内の既設の幹線雨水排水路は排水能力が小さく、小山聖苑分を別ルート（上述の

②）で排水したとしても、建設予定地内の雨水を適切に排水できない状況である。建設予定地

内の雨水排水についても、新たな幹線雨水排水路を整備する必要がある。 

幹線雨水排水路の整備は、次の２段階に分けて整備することを検討した。 

 第一段階（第２期焼却施設竣工時） 

：既存排水路である東側ルートを利用することとし、排水できない部分の排水路を追加整備す

る。なお、追加整備する範囲は横倉雨水幹線に直接放流が出来ないため、建設予定地南西側

に新設する雨水調整池（流域貯留施設）を経由し、既存の排水路とは別の場所に排水口を整

備して排水する。 

 

 最終段階（160t 焼却施設の解体跡地に整備する資源物ストックヤード竣工時） 

：既設排水路（東側ルート）を一部敷地内部側に切り回すとともに、新たに整備する資源物ス

トックヤードの西側道路部に排水路を追加整備する。 

 

なお、流末となる横倉雨水幹線は、小山市上下水道施設課の管理施設であるため、管路の接

続にあたっては上下水道施設課との協議が必要となる。また、協議の状況により、思川の河川

管理者等への確認も必要になると考えられる。 

排水ルートの設定については、今後の検討において、関係機関協議を行い、最終決定するも

のとする。 
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排水ルート 

調整池 横倉雨水幹線 

西側ルート 

東側ルート 

図 2-2-1 幹線雨水排水路のルート図(第一段階) 
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排水ルート 

調整池 

横倉雨水幹線 

西側ルート 

東側ルート 

図 2-2-2 幹線雨水排水路のルート図(最終段階) 
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 幹線雨水排水路（西側ルート）の必要断面（管径） 

最終段階では、小山聖苑分は東側ルートの既設の排水路で排水し、建設予定地内の盛土部分の排水

は西側ルートで排水することを想定している。西側ルートとして新たに整備する幹線雨水排水路の

必要断面（管径）の算定を行った。 

 

 流出量の算定式 

   流出量の算定式は、以下の式を使用した。      

Ｑ＝1/360×Ｃ×Ｉ×Ａ （Ａ＝Ｑ×360÷Ｃ÷Ｉ）     

    Ｑ：流出量(m3/s)     Ｃ：流出係数(-)    

    Ｉ：降雨強度(mm/hr) Ａ：排水面積(ha) 

 

 建設予定地の流出係数（Ｃ）  

：表 2-2-2 の工種別基礎流出係数の標準値より、建設予定地で想定される工種を①屋根 0.95、②

道路 0.85、③芝・樹木の多い公園 0.15 とみなす。 

 

表 2-2-2 工種別基礎流出係数の標準値 

 

 

 

 

 

 

出典：「栃木県開発許可事務の手引」栃木県県土整備部都市計画課 

 

 降雨強度（Ｉ） 

雨水排水路の降雨確率年は５年とする。 

・５年確率降雨強度(流達時間 10 分)（Ｉ）：135.0mm/hr 

 

表 2-2-3 降雨強度式（確率５年）一覧表 

 
出典：「栃木県開発許可事務の手引」栃木県県土整備部都市計画課 
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 水路断面の大きさ（水理計算） 

計画流量は、次式により算定する。 

Ｑ＝Ｖ・Ａ 

Ｖ＝ 
１ 

Ｒ２／３・Ｉ１／２ 
ｎ 

    Ｑ：計画流量（m3/sec） 

    Ｖ：流速（m2/sec） 

    Ａ：流水断面積（ｍ２） 

    ｎ：粗度係数 

    Ｒ：径心（ｍ）＝Ａ／Ｐ 

    Ｐ：潤辺（ｍ） 

    Ｉ：勾配 

 

出典：道路土工 p137 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進入路(斜路)部横断側溝の排水 

進入路となる斜路の排水は、横断側溝の両脇に浸透桝を設置して行う計画である。５年確率降雨

10 分の雨(135mm/hr)を対象にすると、流域が 0.02ha で流出量が 0.0064m3/s となり、浸透桝１個当

たりの浸透量が 0.0029m3/s(桝底の地盤を微細砂と想定)であるため、横断側溝内に一時的な帯水は

起こるものの、道路上の帯水は無い状態で雨水の排水が可能であると考えられる。 

  

表 2-2-4 
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表 2-2-5
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表 2-2-6 
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表 2-2-7
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  表 2-2-8




